
どのように、

改革するのか？



ちなみに…

国の改革はこうです



「まずは休日から」
「段階的な体制の整備」
「令和5～7年度を改革推進期間」

「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる」

「人材バンク・兼職兼業」

「生徒の志向等に適したプログラム」





山形県の改革はこうです



「自主的・自発的な活動」
「任意加入」
「地域クラブ等に所属する」

「部活動数の精選」
「複数顧問の配置」
「合同部活動」

「社会教育活動」
「公認指導者資格の取得」
「低廉な会費・保険に必ず加入」





酒田市の部活動改革は…

そして



① 目標や競技力に応じた自由選択
② 生徒と地域のつながりと活性化
③ 学校教育活動の充実



◎ 可能なところから各中学校区を基本とし、
休日の部活動を地域の諸団体との連携によ
る運営に移行

◎ 将来的には、「生涯スポーツ」及び「競技
スポーツ」の視点により、各中学校区の運
営団体を整理・統合



「連携」

「整理」「統合」

（案）



平 等

自 由楽しさ

１ 大切にしたいこと

子ども主体で考える
～ 「体育」から「スポーツ」へ ～

２ 目指すところ





クラブのメリットとデメリット

（１）指導者による活動の保障

（２）責任の所在

（３）選択肢の拡大

（４）種目人数の確保

（５）専門的な指導



（１）保護者の経済・物理的負担の増加

（２）子どもの物理的負担

（３）子どもの心的負担


